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今月の表紙今月の表紙

（４月28日 地福寺）（４月28日 地福寺）
藤まつり 写真撮影会藤まつり 写真撮影会

木造住宅耐震化に関する補助制度をご利用ください！
平成30年度 石井町新規職員紹介



●
平
成
30
年
度
石
井
町
一
般
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額88億

８
，０
０
０
万
円

●
平
成
30
年
度
石
井
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額

29
億
１
，９
３
８
万
９
千
円

●
平
成
30
年
度
石
井
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額�

１
４
０
万
３
千
円

●
平
成
30
年
度
石
井
町
給
与
集
中

管
理
特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額

13
億
１
５
４
８
万
９
千
円

●
平
成
30
年
度
石
井
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額

３
億
４
，７
２
４
万
１
千
円

●
平
成
30
年
度
石
井
町
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額�

27
億
８
６
２
万
円

●
平
成
30
年
度
石
井
町
水
道
事
業
会
計
予
算

　

収
益
的
収
支

収
益�

６
億
９
９
７
万
６
千
円

事
業
費�

４
億
６
，９
８
２
万
３
千
円

　

資
本
的
収
支

収
入�

６
，６
１
０
万
円

支
出�

２
億
６
，１
５
１
万
５
千
円

　

資
本
的
収
支
の
差
引
不
足
額

１
億
９
，５
４
１
万
５
千
円
は
、

当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

７
，０
４
６
万
６
千
円
及
び
減
債

積
立
金
１
億
２
，４
９
４
万
９
千

円
で
補
て
ん
し
ま
す
。

●
平
成
29
年
度
石
井
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

補
正
額

�

△
２
億
９
，８
７
８
万
９
千
円

　

予
算
の
総
額

�

89
億
９
，３
５
８
万
７
千
円

●
平
成
29
年
度
石
井
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

補
正
額

�

△
３
億
２
，９
２
５
万
９
千
円

　

予
算
の
総
額

�

38
億
３
，１
７
４
万
１
千
円

●
平
成
29
年
度
石
井
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額�

63
万
円

　

予
算
の
総
額�

１
５
３
万
４
千
円

●
平
成
29
年
度
石
井
町
給
与
集
中

管
理
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額�

△
２
，３
９
３
万
５
千
円

　

予
算
の
総
額

�

12
億
５
，４
１
８
万
７
千
円

●
平
成
29
年
度
石
井
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額�

９
９
９
万
４
千
円

　

予
算
の
総
額

�

３
億
４
，５
７
９
万
３
千
円

●
平
成
29
年
度
石
井
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

補
正
額�

△
１
，１
０
４
万
２
千
円

　

予
算
の
総
額

�

28
億
５
，９
６
９
万
６
千
円

●
石
井
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護

の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
に
よ
り
介
護
保
険
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、　　
　

本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
者
の
指
定
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護

の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
に
よ
り
介
護
保
険
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

石
井
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の

事
業
者
の
指
定
に
関
し
必
要
な
事

項
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
い
じ
め
防
止
条
例
に
つ
い
て

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
い
じ
め
の
防
止
等

の
た
め
の
対
策
に
関
し
基
本
理
念

を
定
め
、
児
童
等
が
安
心
し
て
生

活
し
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
つ
く
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

●
石
井
町
移
動
図
書
館
車
基
金
条
例
に
つ
い
て

　

町
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図

り
、
教
育
及
び
文
化
の
発
展
と
福

祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
本

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
老
人
憩
の
家
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

石
井
町
老
人
憩
の
家
を
閉
鎖
す

る
た
め
、本
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

再
度
の
育
児
休
業
が
可
能
と
な

る
事
由
及
び
育
児
休
業
の
再
度
の

延
長
が
可
能
と
な
る
事
由
に
つ
い

て
人
事
院
規
則
の
改
正
に
準
じ
て

改
正
す
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

●
石
井
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を

構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

よ
る
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、
町
と
と
も
に
県
も
保
険
者
と

な
り
、
財
政
責
任
主
体
が
県
と
な
る

こ
と
に
伴
う
所
要
の
改
正
及
び
国
民

健
康
保
険
税
率
の
改
正
を
行
う
た

め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を

構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

町
と
と
も
に
県
も
保
険
者
と
な
り
、

財
政
責
任
主
体
が
県
と
な
る
こ
と
に

伴
う
所
要
の
改
正
を
行
う
た
め
、

本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。�　
　
　
　
　
　
　
　

●
石
井
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を

構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に

よ
り
改
正
さ
れ
た
、
住
所
地
特
例

に
関
す
る
規
定
の
改
正
を
行
う
た

め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
立
保
育
所
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

石
井
町
立
石
井
保
育
所
を
閉
所

す
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま

し
た
。

●
石
井
町
保
育
委
託
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
会
だ
よ
り

　

平
成
30
年
第
１
回
定
例
町

議
会
を
平
成
30
年
３
月
7
日

か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
17
日

間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

町
提
出
の
議
案
は
、
す
べ
て
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

当

初

予

算

補

正

予

算

条

例

の

制

定

条

例

の

廃

止

条
例
の
一
部
改
正
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石
井
町
が
児
童
の
保
育
を
委
託

す
る
保
育
園
と
し
て
、
新
た
に
社

会
福
祉
法
人
有
誠
福
祉
会
気
延
の

も
り
の
保
育
園
を
追
加
す
る
た

め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
学
童
保
育
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
う
条

項
の
整
理
を
行
う
た
め
、
本
条
例

を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

よ
り
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年

度
ま
で
の
介
護
保
険
料
を
定
め
る

た
め
、本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
に
よ
り
、
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
必
要
と
な

る
改
正
を
行
う
た
め
、
本
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
に
よ
り
、
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
必

要
と
な
る
改
正
を
行
う
た
め
、
本

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支

援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
に
よ
り
、
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び

に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
必
要
と
な

る
改
正
を
行
う
た
め
、
本
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業
基

金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

基
金
設
置
の
目
的
の
明
確
化
及

び
処
分
規
定
の
整
備
に
必
要
な
改

正
を
行
う
た
め
、
本
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

●
石
井
町
教
育
委
員
会
教
育
長
任

命
の
同
意
に
つ
い
て

　

石
井
町
教
育
委
員
会
教
育
長
、

武
知
光
子
氏
（
高
畑
）
の
任
期
が

平
成
30
年
３
月
31
日
に
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
そ
の
後
任
教
育

長
と
し
て
同
氏
を
推
薦
す
る
こ
と

が
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
町
道
の
変
更
に
つ
い
て

　

道
路
法
第
10
条
第
３
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
町
道
桜
間
27
号
線

の
区
間
を
桜
間
３
９
９
～
桜
間

３
９
７
―
２
か
ら
桜
間
４
０
０
―
６

～
桜
間
３
９
６
―
５
に
変
更
す
る
た

め
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

●
飯
尾
川
公
園
い
し
い
ド
ー
ム
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

飯
尾
川
公
園
い
し
い
ド
ー
ム
の

指
定
管
理
者
に
岡
田
企
画
株
式
会

社
を
指
定
す
る
た
め
、
議
会
の
議

決
を
得
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
第
１
回
定
例
町
議

会
に
お
い
て
、
町
長
が
当
面
す
る

町
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
所
信

を
述
べ
ま
し
た
。
要
旨
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

■
石
井
町
総
合
戦
略
の
評
価
・
検

証
及
び
見
直
し
に
つ
い
て

　

住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
選

ば
れ
る
ま
ち
石
井
町
の
実
現
の
た

め
、
３
つ
の
基
本
目
標
及
び
こ
れ
ら

の
達
成
に
向
け
た
具
体
的
施
策
を
定

め
た
石
井
町
総
合
戦
略
に
つ
き
ま
し

て
、
２
月
７
日
に
第
７
回
石
井
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
会

議
を
開
催
し
、
計
画
、
実
施
、
評

価
及
び
改
善
、
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
各
種
事
業
の

評
価
・
検
証
を
経
て
戦
略
事
業
の

一
部
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

石
井
町
総
合
戦
略
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の
５
年
間

を
計
画
期
間
と
定
め
て
お
り
、
平

成
30
年
度
以
降
の
２
年
間
に
つ
い

て
は
、
過
去
３
年
間
の
事
業
実
績

及
び
評
価
を
踏
ま
え
て
、
計
画
の

総
仕
上
げ
を
行
う
期
間
で
あ
る
と

と
ら
え
て
い
ま
す
。

■
学
童
保
育
施
設

　

高
原
地
区
に
お
い
て
は
専
用
施

設
を
旧
高
原
幼
稚
園
跡
地
に
新
築

し
、
ま
た
、
石
井
地
区
で
は
既
存
の

専
用
施
設
を
増
築
す
る
こ
と
を
計
画

し
て
い
ま
し
た
が
、
高
原
地
区
に
続

き
、
石
井
地
区
に
つ
い
て
も
事
業
実

施
に
必
要
な
国
庫
補
助
金
の
交
付
内

示
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
現
在

設
計
業
務
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
承
認
い

た
だ
い
て
い
る
事
業
予
算
を
平
成
30

年
度
に
繰
り
越
し
、
同
年
度
内
に
高

原
地
区
・
石
井
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
整
備
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

■
石
井
幼
稚
園
改
築
工
事

　

去
る
12
月
19
日
地
元
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
建
築
場
所
が
石

井
幼
稚
園
・
石
井
小
学
校
に
隣
接

し
て
い
る
た
め
、
工
事
着
手
に
あ

た
っ
て
は
、
朝
の
通
学
時
間
帯
に

は
工
事
車
両
の
出
入
り
は
せ
ず
、

工
事
敷
地
の
出
入
り
口
に
は
交
通

誘
導
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
適
切

な
安
全
対
策
を
講
じ
、
事
故
防
止

に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
ご
説
明
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
月
11
日

に
は
起
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

モ
ダ
ン
な
設
計
で
は
あ
り
ま
す

が
、
石
井
幼
稚
園
の
伝
統
を
残
し

つ
つ
、
安
心
し
て
お
子
様
を
預
け

て
い
た
だ
け
る
施
設
と
し
て
、
平

成
31
年
４
月
の
新
園
舎
開
園
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

■
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

石
井
町
教
育
委
員
会
は
、
徳
島

県
内
の
各
大
学
等
の
連
携
を
図

り
、
地
域
の
教
育
力
を
有
効
に
活

用
し
、
教
育
分
野
で
の
相
互
の
充

実
を
目
指
す
と
と
も
に
学
校
教
育

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
石
井
町
と
包
括

的
連
携
を
締
結
し
て
い
る
四
国
大

学
か
ら
５
名
の
学
生
が
参
加
し
、

町
内
幼
稚
園
・
小
学
校
で
特
別
支

人

事

そ

の

他

町
政
の
概
要
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援
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
は
さ
ら

な
る
拡
大
を
図
る
た
め
、
２
月
に

四
国
大
学
の
他
に
石
井
町
教
育
委

員
会
と
教
育
に
係
る
連
携
を
結
ん

で
い
る
徳
島
大
学
、
そ
れ
に
鳴
門

教
育
大
学
に
出
向
き
、
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
希
望
さ
れ
る
学
生
は
、
大

学
等
を
通
じ
て
登
録
を
行
い
、
教
育

委
員
会
が
指
定
す
る
保
険
に
加
入

し
て
も
ら
い
ま
す
。
保
険
料
に
つ

い
て
は
教
育
委
員
会
が
負
担
し
ま

す
。
ま
た
交
通
費
等
の
補
助
も
予

算
の
範
囲
内
で
負
担
し
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税
関
係

　

平
成
29
年
度
ま
で
は
、
石
井
町

単
独
で
国
民
健
康
保
険
の
運
営
を

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
年
に
必

要
な
医
療
費
（
突
発
的
な
伸
び
、
例

え
ば
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流

行
す
る
な
ど
）
を
見
込
む
こ
と
や
、

一
人
当
た
り
の
年
間
の
医
療
費
が

高
い
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、
徳

島
県
の
中
で
も
、
高
い
国
民
健
康

保
険
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
広
域
化
で
、
国
が
毎
年

約
３
，４
０
０
億
円
の
財
政
支
援

の
公
費
拡
充
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
、
町
単
独
で
負
担
し
て
い

た
医
療
費
を
、
県
下
全
体
で
支
え

る
こ
と
で
、
突
発
的
な
医
療
費
分

を
見
込
ま
な
く
て
も
す
む
よ
う
に

な
り
、
石
井
町
と
し
て
の
医
療
費

を
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、石
井
町
で
は
、

徳
島
県
が
決
定
し
た
納
付
金
を
基

に
、
県
の
標
準
保
険
料
率
を
参
考

に
試
算
を
行
い
、
平
成
30
年
度
国

民
健
康
保
険
税
率
の
引
き
下
げ
を

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
が
ん
検
診

　

平
成
30
年
度
も
40
歳
以
上
の
方

（
子
宮
が
ん
検
診
の
み
20
歳
以
上

の
方
）
を
対
象
に
、
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
よ
り
胃
が

ん
の
個
別
検
診
と
し
て
、
50
歳
以

上
の
方
（
２
年
に
１
回
）
を
対
象

に
、胃
内
視
鏡
検
査
（
胃
カ
メ
ラ
）

を
実
施
し
ま
す
。
50
・
60
・
70
歳

の
節
目
年
齢
の
方
は
無
料
、
そ
の

他
の
方
は
自
己
負
担
４
，１
０
０

円
で
実
施
し
ま
す
。

　

集
団
検
診
と
し
て
春
に
は
５

月
・
６
月
に
中
央
公
民
館
で
３
回
、

各
地
区
公
民
館
分
館
で
そ
れ
ぞ
れ

２
回
ず
つ
の
合
計
11
回
と
、
秋
に

は
10
月
～
12
月
に
４
回
の
集
団
検

診
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
も
秋
の
４

回
の
集
団
検
診
で
は
、
石
井
町
国

民
健
康
保
険
加
入
者
の
特
定
健
康

診
査
と
が
ん
検
診
を
、
同
時
実
施

予
定
で
す
。
平
成
30
年
度
は
特
定

健
康
診
査
を
試
験
的
に
無
料
で
実

施
し
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉

　

平
成
29
年
度
は
３
年
を
周
期
と

し
た
事
業
計
画
の
見
直
し
を
行
う

年
で
あ
る
た
め
、
介
護
保
険
事
業

計
画
策
定
委
員
会
を
３
回
行
い

『
第
８
次
石
井
町
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
及
び
第
７
期
介
護
保
険
事

業
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
お
い
て
、
平
成
30

年
度
～
32
年
度
ま
で
の
３
年
間
の

介
護
保
険
料
を
定
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
保
険
料
の
算
定
に

は
「
高
齢
者
人
口
・
要
介
護
認
定

者
の
推
移
」
そ
し
て
、「
今
後
３

年
間
で
石
井
町
の
被
保
険
者
の
方

が
利
用
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
費
用
見

込
み
額
」
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
数
字
を
踏
ま
え
た
上
で
、

３
年
間
の
財
政
の
均
衡
を
保
て
る

よ
う
な
額
が
保
険
料
と
な
り
、
そ

の
結
果
、
保
険
料
基
準
額
は
月

額
６
，７
０
０
円
、
年
額
で
８
０
，

４
０
０
円
と
試
算
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
額
の
中
に
は
、
平
成
30
年

４
月
か
ら
の
介
護
報
酬
引
き
上
げ

や
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
加
算
な

ど
も
影
響
し
て
い
る
た
め
、
保
険

料
の
増
加
を
押
し
上
げ
る
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27

年
度
～
29
年
度
ま
で
の
現
行
計
画

期
間
に
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
に

基
金
を
投
入
し
て
お
り
、
介
護
保

険
料
の
上
昇
を
緩
和
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
３
年
間
で
基
金
は

枯
渇
し
、
基
金
の
投
入
に
よ
る
保

険
料
の
抑
制
も
不
可
能
な
状
態
で

す
。
し
か
し
、
保
険
料
の
上
昇
は
、

高
齢
者
の
皆
様
の
生
活
を
直
接
圧

迫
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
平
成
29
年
度
か
ら
事
業
を
開

始
し
た
「
い
き
い
き
１
０
０
歳
体

操
」
を
始
め
と
す
る
介
護
予
防
事

業
な
ど
が
一
定
の
効
果
を
上
げ
る

こ
と
を
見
据
え
、
当
初
は
３
年
間

で
約
83
億
円
の
給
付
費
を
見
込
ん

で
い
ま
し
た
が
、
約
81
億
円
ま
で

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
見
込
み
を
抑
え
、

保
険
料
基
準
額
を
月
額
６
，４
０
０

円
、
年
額
７
６
，８
０
０
円
ま
で
軽

減
す
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。

■
障
が
い
福
祉

　

第
３
期
石
井
町
障
が
い
者
計

画
・
第
５
期
石
井
町
障
が
い
福
祉

計
画
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
に

現
計
画
が
終
了
す
る
こ
と
に
伴

い
、
平
成
30
年
度
か
ら
新
た
に
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
基
本
目
標
と
し
て
、

・�

地
域
移
行
を
進
め
る
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
確
立

・�

就
労
の
場
の
整
備
と
一
人
一
人

の
働
き
方
支
援

・�

高
齢
化
に
伴
う
自
立
支
援
の
推
進
及

び
、
障
が
い
児
の
支
援
体
制
整
備

を
中
心
と
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
第
３

期
石
井
町
障
が
い
者
計
画
・
第
５

期
石
井
町
障
が
い
福
祉
計
画
策
定

委
員
会
を
設
置
し
、
現
在
ま
で
に

３
回
の
策
定
委
員
会
を
開
き
、
委

員
か
ら
の
ご
意
見
等
を
頂
き
、
計

画
対
象
者
で
あ
る
身
体
障
が
い

者
、
知
的
障
が
い
者
及
び
精
神
障

が
い
者
に
対
し
て
、
福
祉
ニ
ー
ズ

を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
集
計
と
分
析
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
立

支
援
協
議
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
よ
る
意
見
等
を
整
理
し
、

計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

■
名
西
郡
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

石
井
町
で
は
、
自
立
支
援
協
議

会
を
月
に
１
回
、
地
域
に
お
け
る

障
が
い
福
祉
に
関
す
る
関
係
機
関

と
の
連
携
及
び
支
援
を
行
う
た
め

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

支
援
を
必
要
と
す
る
障
が
い
者
が

年
々
増
加
し
、
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

し
て
い
る
な
か
で
、
自
立
支
援
協

議
会
で
も
対
応
が
困
難
な
ケ
ー
ス

が
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
現
状
の
な
か
、
困
難
事
例
等

を
解
消
す
る
た
め
に
、
神
山
町
と

議
論
を
重
ね
、
名
西
郡
に
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

個
々
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
困
難

事
例
へ
の
対
応
や
、
人
材
育
成
、

地
域
の
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
強
化
を
当
セ
ン
タ
ー
で
行
う
事

で
、
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し

て
生
活
出
来
る
支
援
体
制
を
構
築

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
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■
木
造
耐
震
化
促
進
事
業

　

平
成
29
年
度
の
事
業
に
つ
い
て

で
す
が
、住
ま
い
の
耐
震
診
断
28
件
、

補
強
計
画
18
件
、
耐
震
改
修
９
件
、

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
２
件
、
住
み
替
え

除
却
６
件
の
実
績
と
な
っ
て
い
ま

す
。
耐
震
改
修
件
数
・
相
談
件
数
は

前
年
に
比
べ
増
加
し
て
お
り
、
住
民

の
意
識
が
今
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
耐
震
関
連
事
業

で
す
が
、
耐
震
改
修
工
事
の
補
助

額
を
現
在
の
上
限
１
０
０
万
円
か

ら
１
３
０
万
円
に
増
額
し
、
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
を
含
め
補
助
対
象
件

数
を
増
や
し
、
地
震
に
備
え
る
住

ま
い
の
耐
震
化
を
支
援
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
家
具
転
倒
防
止
器
具
設
置
事

業
」
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
の
で
、
大
切
な
家
族
の
命

を
守
る
た
め
に
も
各
種
の
耐
震
化

補
助
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
消
防
団
詰
所
整
備
事
業

　

消
防
詰
所
整
備
事
業
と
し
て
、

「
藍
畑
分
団
第
３
部
詰
所
新
築
工

事
」
に
着
手
し
て
い
ま
す
が
、
用

地
買
収
や
実
施
設
計
業
務
の
遅
れ

も
あ
り
、
建
築
工
事
を
平
成
30
年

度
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
早

期
に
工
事
着
手
し
、
平
常
時
に
は

消
防
詰
所
と
集
会
所
を
兼
ね
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
と
し
て
、
発

災
時
に
は
消
防
・
防
災
活
動
の
拠

点
と
し
て
活
用
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
石
井
町
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無

線
（
移
動
系
）
無
線
整
備
事
業

　

移
動
系
無
線
と
は
、
車
載
型
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
及
び
ハ
ン
デ
ィ
ー

型
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
双
方
向
無

線
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
石
井
町

で
は
ア
ナ
ロ
グ
式
無
線
機
を
公
用

車
車
載
型
・
ハ
ン
デ
ィ
ー
型
併
せ

て
13
台
設
置
し
運
用
し
て
い
ま
す

が
、
購
入
後
25
年
以
上
経
過
し
無

線
機
も
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
電
波
法
改
正
に
よ
り
ア
ナ
ロ

グ
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
式
へ
無
線
機

器
の
早
期
移
行
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
式
無
線

機
器
へ
切
り
替
え
を
行
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
移
行
に
伴
い
、

公
用
車
車
載
型
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

10
台
、
ハ
ン
デ
ィ
ー
型
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
20
台
に
増
設
整
備
し
、

災
害
発
生
時
の
停
電
な
ど
に
よ

り
、
携
帯
電
話
な
ど
の
通
信
手
段

が
使
用
で
き
な
い
状
況
で
も
、
デ

ジ
タ
ル
無
線
機
で
通
信
手
段
を
確

保
し
、
役
場
や
災
害
対
策
本
部
と

避
難
所
と
の
連
絡
や
、
被
害
調
査

な
ど
災
害
支
援
活
動
に
活
用
す
る

た
め
整
備
し
ま
す
。

■
公
用
車
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置

　

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、
公

用
車
を
運
転
す
る
職
員
へ
の
交
通

安
全
へ
の
意
識
の
向
上
に
向
け
、

全
公
用
車
（
現
在
37
台
）
に
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
取
り
付
け
後

は
、
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
映
像

を
確
認
し
原
因
を
探
り
、
再
発
防

止
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
搭
載
し
た
公

用
車
が
町
内
を
走
る
こ
と
で
、「
走

る
防
犯
カ
メ
ラ
」
と
し
て
、
犯
罪

が
起
こ
っ
た
場
合
に
映
像
を
警
察

に
情
報
提
供
し
、
事
故
や
犯
罪
の

捜
査
協
力
に
活
用
出
来
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業

　

耐
力
不
足
に
よ
る
八
坂
橋
の
架

け
替
え
工
事
で
あ
る
町
道
高
川
原

33
号
線
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
八
坂
橋
橋
梁
架
替
２
期
工

事
と
し
て
橋
脚
と
左
岸
側
の
護
岸

工
事
を
発
注
し
施
工
中
で
す
が
、

平
成
30
年
度
へ
予
算
繰
越
を
し
ま

す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
予
算
に

よ
り
、
上
部
工
及
び
右
岸
側
の
護

岸
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
橋
梁

本
体
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度

中
の
竣
工
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

町
道
石
井
50
号
線
改
良
事
業
に

つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
繰
越
予

算
と
平
成
30
年
度
予
算
に
よ
り
、

残
っ
て
い
る
区
間
の
舗
装
工
事
を

計
画
し
て
お
り
、
竣
工
し
ま
す
と

石
井
１
２
３
号
線
と
も
接
続
す
る

こ
と
か
ら
、
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス

ゾ
ー
ン
の
中
核
道
路
が
完
成
し
ま

す
。
な
お
、
当
区
間
の
完
成
に
併

せ
て
町
内
主
要
道
路
の
愛
称
を
公

募
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆

様
に
は
、
親
し
み
や
す
い
愛
称
を

つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

橋
梁
長
寿
命
化
対
策
事
業
と
し

て
は
、
御
所
地
橋
及
び
一
丁
地
東

橋
の
２
橋
に
つ
い
て
の
橋
梁
補
修

工
事
を
発
注
済
み
で
す
が
、
平
成

30
年
度
へ
の
予
算
繰
越
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

橋
梁
定
期
点
検
事
業
に
つ
い
て

は
、
石
井
町
が
管
理
す
る
２
ｍ

以
上
の
橋
梁
３
５
８
橋
の
う
ち
、

３
１
３
橋
に
つ
い
て
の
近
接
目
視

に
よ
る
点
検
が
完
了
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
中
に
残
る
45
橋
の
定

期
点
検
を
予
定
し
て
お
り
、
全
橋

梁
の
点
検
が
一
巡
し
ま
す
の
で
、

平
成
31
年
度
に
は
橋
梁
長
寿
命
化

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

■
水
道
課

　

平
成
30
年
度
の
事
業
と
し
て
、

「
八
坂
橋
掛
け
替
え
に
伴
う
配
水

管
添
架
工
事
」「
藤
ノ
木
橋
送
水

管
塗
装
工
事
」
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的

に
水
道
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た

め
の
中
長
期
的
な
経
営
の
基
本
計

画
で
あ
る
「
経
営
戦
略
」
の
策
定

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

漏
水
調
査
を
３
年
に
１
回
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度

よ
り
２
年
に
１
回
（
隔
年
）
実
施

し
、
有
収
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
・
移
動
図
書
館
車

　

平
成
29
年
度
よ
り
返
礼
品
の
調

達
割
合
を
、
概
ね
３
割
に
変
更
し

た
と
こ
ろ
、
寄
附
件
数
・
金
額
と

も
に
減
少
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
今
後
は
、
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ

ス
の
み
で
あ
っ
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
の
情
報
発
信

を
他
の
情
報
サ
イ
ト
も
利
用
し
件

数
・
金
額
の
増
に
つ
と
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
総
務
省
が
ふ
る
さ
と

納
税
の
優
良
事
例
と
し
て
、
石
井

町
の
取
り
組
み
、
移
動
図
書
館
車

の
購
入
に
向
け
て
と
い
う
、
目
的

を
掲
げ
て
の
寄
附
募
集
が
、
全
国

に
向
け
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
総
務
課
若
手
職
員
の

頑
張
り
の
賜
で
あ
り
、
今
後
も
さ

ら
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
石

井
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
と

め
ま
す
。　

■
文
化
財
関
係

　

山
ノ
神
古
墳
に
つ
い
て
１
月
か

ら
第
４
次
調
査
に
着
手
し
、
墳
丘

部
分
や
古
墳
の
周
囲
を
発
掘
し
て

い
ま
す
。
墳
丘
か
ら
は
木
棺
の
周

囲
を
覆
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
粘

土
の
一
部
が
出
土
し
ま
し
た
。ま
た
、

古
墳
を
覆
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ

る
葺
石
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
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山
ノ
神
古
墳
は
先
日
プ
レ
ス
発

表
と
と
も
に
現
地
説
明
会
を
実
施

し
、
多
く
の
方
々
が
発
掘
現
場
に

来
ら
れ
ま
し
た
。平
成
30
年
度
は
、

計
画
し
て
い
る
一
部
分
の
発
掘
の

後
、
調
査
報
告
書
を
作
成
し
、
そ

の
成
果
を
歴
史
教
育
や
古
墳
研
究

に
活
用
し
て
行
く
予
定
で
す
。

　
「
阿
波
国
分
尼
寺
跡
」
史
跡
整

備
事
業
は
、
史
跡
の
中
央
北
部
分

の
植
栽
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
造

成
部
分
を
整
地
し
た
後
、
ク
ラ
ピ

ア
を
植
え
る
工
事
を
行
っ
て
お
り

史
跡
公
園
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
農
業
振
興
関
係

　
「
次
世
代
育
成
・
六
次
産
業
特

区
」
に
選
定
さ
れ
、
２
年
目
を
迎

え
、
藤
色
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

テ
ー
マ
に
、
継
続
し
て
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
名
西

郡
、
全
農
と
く
し
ま
、
地
域
商
社

阿
波
ふ
う
ど
、
県
と
の
連
携
に
よ

り
商
談
会
へ
の
参
加
、
町
内
に
お

い
て
は
藤
や
さ
い
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
町
外
で
は
、
東
京
で
の

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
関
西
、
関

東
市
場
へ
の
販
路
の
拡
大
を
行
っ

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
を
通
じ
市
場
出

荷
し
て
い
る
紫
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の

販
売
状
況
で
す
が
、
平
成
28
年
度

実
績
と
比
較
し
、
出
荷
数
量
、
販

売
金
額
も
２
倍
近
い
伸
び
と
な
っ

て
い
ま
す
。
品
質
に
つ
い
て
も
、

栽
培
農
家
の
努
力
に
よ
り
市
場
か

ら
ク
レ
ー
ム
が
入
る
こ
と
も
な

く
、
産
地
と
し
て
の
信
頼
度
が
上

が
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
と
の
連
携
に
よ

り
県
内
外
で
の
物
産
展
等
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
及
び
町
内
の

飲
食
店
で
藤
や
さ
い
を
使
っ
た
レ

シ
ピ
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
等
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
本
町
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
と

し
て
踏
み
出
し
て
お
り
、
地
元
情

報
誌
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
り
徳

島
県
内
の
飲
食
店
で
紫
カ
リ
フ
ラ

ワ
ー
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
開
発
し
、

期
間
限
定
で
、
飲
食
店
の
正
式
な

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
一
般
の
お
客
様

に
提
供
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国

学
校
給
食
週
間
に
合
わ
せ
て
、
紫

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
を
使
用
し
た
サ
ラ

ダ
を
学
校
給
食
の
献
立
に
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
、
町
立
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
の
子
供
達
に
提

供
し
ま
し
た
。
な
お
、
浦
庄
小
学

校
で
は
２
年
生
の
生
活
科
の
学
習

と
し
て
、
紫
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
紫

水
菜
、
紫
ほ
う
れ
ん
草
に
よ
る
栽

培
体
験
を
通
じ
て
地
域
農
業
へ
の

関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
に
根
ざ
し
た
ブ

ラ
ン
ド
野
菜
と
す
る
た
め
、
販
路

開
拓
は
も
と
よ
り
、
本
町
農
業
振

興
の
起
爆
剤
に
な
る
よ
う
事
業
展

開
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
農
産
漁
村
未
来
創
造
事
業

��

Ｊ
Ａ
名
西
郡
が
徳
島
県
か
ら

３
ヶ
年
の
事
業
計
画
の
承
認
を
受

け
、「
雨
除
け
施
設
を
活
用
し
た

ほ
う
れ
ん
草
産
地
再
生
事
業
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
30
年

度
に
お
い
て
は
、
ハ
ー
ド
事
業
と

し
て
雨
除
け
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
整

備
、
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
調
整
実

証
試
験
、
栽
培
実
証
試
験
、
出
荷

販
売
検
討
を
行
う
計
画
で
す
。

　

平
成
29
年
11
月
よ
り
、
遊
休
農

地
、
耕
作
放
棄
地
対
策
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
雑
草
の
抑
制
の
た

め
、
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
に
よ
る
雑

草
抑
制
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
は
、
マ

メ
科
の
１
年
草
で
、
雑
草
の
抑
制

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
緑
肥
に
も

な
り
、石
井
町
の
花
で
あ
る
「
藤
」

に
似
た
紫
色
の
小
さ
な
花
を
咲
か

せ
ま
す
。
現
在
実
施
し
て
い
る
実

証
実
験
に
は
、
雪
印
種
苗
会
社
の

寒
太
郎
、
藤
え
も
ん
の
２
品
種
を

農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
農
地
所
有
者
の

ご
理
解
の
も
と
町
内
３
箇
所
に
種

を
蒔
い
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
秋

に
か
け
て
効
果
検
証
を
行
い
、
そ

の
成
果
に
よ
っ
て
今
後
の
施
策
と

し
て
の
展
開
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
る
予
定
で
す
。

■
鳥
獣
被
害
防
止

　

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
に

よ
り
、
町
内
被
害
発
生
地
区
を
中

心
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
・
捕
獲

箱
の
設
置
・
進
入
防
止
柵
の
設
置
に

よ
り
、
被
害
の
軽
減
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
の

新
規
事
業
と
し
て
小
規
模
鳥
獣
侵

入
防
止
柵
設
置
補
助
金
に
つ
い
て

も
引
き
つ
づ
き
実
施
し
ま
す
。

■
商
工
観
光
関
係

　

商
工
会
に
よ
る
伴
走
型
小
規
模

事
業
者
推
進
事
業
と
し
昨
年
に

引
き
続
き
全
国
ふ
る
さ
と
観
光
物

産
店
「
お
・
い
し
い
玉
手
箱
」
展

示
即
売
会
を
大
阪
府
豊
中
市
せ
ん

ち
ゅ
う
パ
ル
南
広
場
に
て
３
日
間
、

ま
た
東
京
都
府
中
市
府
中
フ
ォ
ー

リ
ス
に
て
４
日
間
観
光
物
産
展
を

開
催
し
ま
し
た
。
多
く
の
来
場
者

か
ら
の
、
ご
意
見
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
参
考
に
し
、
本
町
商
工
業

の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　

去
る
２
月
25
日
に
は
、
町
内
生

産
現
場
、
工
場
、
史
跡
な
ど
の
バ
ス

ツ
ア
ー
・
商
談
会
・
マ
ッ
チ
ン
グ
・

試
食
会
な
ど
の
１
日
バ
ス
ツ
ア
ー

「
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
in
い
し
い
」

を
開
催
し
盛
況
を
得
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ
ん
宝
く
じ

１
４
１
」
事
業
に
つ
い
て
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
及
び
追
跡
調
査
結
果
の

取
り
ま
と
め
を
現
在
進
め
て
お

り
、
宝
く
じ
進
呈
期
間
中
、
ほ
と

ん
ど
の
加
盟
店
の
売
り
上
げ
が
前

年
度
対
比
15
％
～
20
％
増
加
し
て

お
り
、
ま
た
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
の
市
町
村

に
向
け
て
の
Ｐ
Ｒ
効
果
も
あ
り
、

お
客
様
と
の
話
題
づ
く
り
の
上
で

も
良
か
っ
た
等
の
調
査
分
析
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。消
費
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
（
毎
年
定
着
し
て
や
っ

て
ほ
し
い
・
石
井
町
の
お
店
も
頑

張
っ
て
い
る
・
期
間
中
は
加
盟
店

を
意
識
し
て
町
内
店
舗
で
買
物
を

し
た
）
等
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し

て
は
、加
盟
店
、消
費
者
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
集
計
分
析
に
よ
り
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
で
内
容
検
証
、
必
要
な
場
合
は

見
直
し
を
行
い
、
継
続
的
な
事
業

推
進
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

■
町
税

　

石
井
町
で
は
、
納
税
本
来
の
姿

で
あ
る
「
納
期
内
納
付
」
を
広
く

推
進
し
て
お
り
、
皆
様
に
自
主
納

付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
税
の

公
平
な
負
担
が
確
保
さ
れ
る
と
と

も
に
、
滞
納
整
理
に
係
る
経
費
も

節
減
さ
れ
、
よ
り
有
効
に
税
金
を

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
は
、
４
名

の
県
税
局
職
員
が
、
徳
島
県
全
体

の
徴
収
率
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
本
町
に
派
遣
さ
れ
、
納
税

相
談
や
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
納
付
環

境
や
効
率
的
な
収
納
体
制
の
整
備

な
ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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木造住宅耐震化に関する補助制度をご利用ください！

対　　象　診断対象となる建物
　　　　　（下記をすべて満たしていること）
　① 石井町で現在居住している木造住宅
　② 平成12年5月31日以前に着工された木造住宅
　③ 階数は地上 3 階建てまで
　④  在来軸組構法、伝統構法または枠組壁工法

による木造住宅（併用住宅含む）

診断費用　個人負担金　無料
　　　　　 （１戸当たり診断料40,000円を国・県・

町で全額負担します。）
募集戸数　50戸（先着順）
受付期間　12月28日まで（土・日・祝日を除く）
　　　　　午前8時30分～午後5時15分
　

対　　象　補助金の対象となる改修工事
　　　　　（下記をすべて実施すること）
　①  石井町が実施した耐震診断を受け、評点 1.0

未満「倒壊する可能性がある」と判定され
た木造住宅を、評点 1.0 以上「一応倒壊し
ない」に改修する工事

　② 高さ 1.5 ｍ以上の家具の固定

　③ 感震ブレーカーの設置
補助金額　上限120万円（改修工事費の4/5以下）
　　　　　＋10万円（感震ブレーカー設置費）
募集戸数　12 戸（先着順）
受付期間　11月30日まで（土・日・祝日を除く）
　　　　　午前8時30分～午後5時15分

対　　象　補助金の対象となる耐震リフォーム工事
　　　　　 （④は必須、あわせて①～③のうち 1

つ以上を選択）
　石井町が実施した耐震診断を受け、評点 1.0 未満

「倒壊する可能性がある」と判定された木造住宅を、
　①  評点 0.7 以上で改修前の評点以上に改修する工事
　② 耐震ベッドを設置する工事
　③ それらに相当する工事

　④ 高さ 1.5 ｍ以上の家具の固定
　⑤ ①～④にあわせて行うリフォーム
補助金額　上限 50 万円
　　　　　（耐震リフォーム工事費の 4/5 以下）
募集戸数　2 戸（先着順）
受付期間　11月30日まで（土・日・祝日を除く）
　　　　　午前8時30分～午後5時15分

対　　象　補助金の対象となる除却工事
　①  昭和56年5月31日以前着工で現在居住する住宅
　②  町が実施した耐震診断で、評点0.7未満「倒

壊する可能性が高い」と判定された木造住
宅の全てを、住替えのために除却する工事

補助金額　上限30万円（除却工事費の2/5以下）
募集戸数　8 戸（先着順）
受付期間　12月28日まで（土・日・祝日を除く）
　　　　　午前8時30分～午後5時15分
　

対　　象　補助金の対象となる改修工事
　　　　　（下記を全て満たしていること）
　①  石井町で現在居住している住宅
　　  平成12年5月31日以前着工で現在居住して

いる木造住宅
　②  石井町が実施した耐震診断を受け、評点 1.0

未満「倒壊する可能性がある」と判定され
た木造住宅

補助金の対象となる工事（下記を全て満たしていること）
　① 高さ 1.5 ｍ以上の家具の固定
　② 耐震シェルターを設置する工事
補助金額　上限80万円（改修工事費の4/5以下）
募集戸数　4 戸（先着順）
受付期間　11月 30日まで（土・日・祝日を除く）
　　　　　午前8時30分～午後5時15分

  ◆ 木造住宅の耐震診断申請受付  

  ◆ 木造住宅の耐震改修補助金交付申請受付  

  ◆ 住まいの安全・安心なリフォーム補助金交付申請受付  

  ◆ 木造住宅の住替え支援補助金交付申請受付  

  ◆ 木造住宅の耐震シェルター設置支援補助金交付申請受付  

問防災対策課　☎674－1171※詳しい内容については、石井町防災対策課までお問い合わせください。
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　　　　６月 21 日（木）
　　　　７月 19 日（木）
健康相談（要予約）
　　　　午後１時～午後３時
体操教室　午後３時～午後４時
場　所　保健センター
対　象　町内在住の40歳以上の方
参加費　無料
問保健センター　☎ 674－0001

児童手当現況届について

　児童手当の全受給者を対象とし
て６月上旬に用紙を送付します。
現況届は引き続き手当を受給でき
るかどうかを確認するためのもの
で、忘れずに手続きをお願いしま
す。現況届を提出しないと、児童
手当の支給が止まってしまいます
のでご注意ください。
　なお、公務員の方は勤務先での
手続きとなりますので、ご確認く
ださい。
問子育て支援課　☎ 674－1623

身体障がい者等に対する軽自
動車税の減免申請について

　軽自動車税の減免は毎年度申請
が必要です。減免を受けようとす
る年度の５月１日から納期限（通
常は５月31日、土・日にあたる場
合は、翌月曜日）の７日前までに
申請してください。
　期限を過ぎてからの申請は受け
付けできませんので、ご注意くだ
さい。
　平成30年度の申請期間は、5
月１日（火）～ 24日（木）です。
問税務課　☎ 674－1115

広げよう
地域に根ざした　思いやり

　５月 12 日～
18 日は、「民生
委員・児童委員
の日　活動強化
週間」です。
　民生・児童委
員は、関係機関
とのパイプ役となり地域の皆様の
様々なご相談に応じます。一人で
悩まずに、お気軽にお近くの民生・
児童委員にご相談ください。担当
の民生・児童委員をご存知でな
い場合は、福祉生活課（☎ 674－
1116）までお問い合わせください。

工業統計調査実施のお知らせ

　経済産業省は、我が国の製造業
の実態を明らかにすることを目的
に統計法に基づく基幹統計調査と
して「工業統計調査」を実施して
おります。
　平成 30 年工業統計調査（平成
29 年実績）は、６月１日現在で
実施いたします。
　調査は５月から６月にかけて行
いますので、調査へのご回答をよ
ろしくお願いします。

高川原福祉会館だより

自動車税は納期内に

　平成 30 年度の自動車税の納期
限は５月 31 日（木）です。
　自動車税
は、納税通
知書の裏面
に記載され
ている金融機関、コンビニエンス
ストア等で納付できます。
問東部県税局自動車税庁舎

☎ 641－2323

ふるさと納税で
石井町を応援してください

　石井町では、町外にお住まいの
「石井町を応援したい」と思って
いる方からの寄附金を募集してい
ます。ぜひ、「ふるさと納税は石
井町へ」とＰＲをお願いします。
ふるさと納税は、寄附をすること
で所得税とお住まいの市町村の住
民税から一定の控除を受けること
ができます。
　ふるさと納税の仕組み、寄附金
の使い道や寄附金申込書のダウン
ロードなど詳しくは、石井町ホー
ムページ（http://www.town.ishii.
lg.jp/）をご覧ください。
問総務課　☎ 674－1111

水道課からのお知らせ

　水道メーターは、計量法で８年
間の有効期限が定
められています。
水道課では、検査
満了に伴う水道
メーターを次のと
おり交換いたしま
す。身分証を携帯した委託業者が、
宅地内に入り作業を行いますので
ご迷惑をおかけいたしますが、ご
協力よろしくお願いいたします。
　なお、水道メーターの交換で費
用を頂くことはありません。
期　間　平成 31 年３月 31 日まで
委託業者　古髙設備
　　　　　☎ 674－5194
　　　　　☎ 090－1579－8959
問水道課　☎ 674－1141

犬のフンは持ち帰りましょう

　放置された犬のフンに、多くの
方が迷惑しています。犬のフンを
始末することは、飼い主の最低限
のマナーです。フンは必ず持ち帰
りましょう。また、持ち帰ったフ
ンは、燃やせるごみに分別しま
しょう。
　①　新聞紙に包む
　②　レジ袋等の小袋に入れる
　③　�燃やせるごみの日に指定袋

に入れて出す
問福祉生活課　☎ 674－1116

労働保険の年度更新のお知らせ

　平成 30 年度の労働保険の年度
更新につきましては、６月１日～
７月 10 日までとなっています。
　平成 29 年度分の確定保険料と
平成 30 年度の概算保険料の申告・
納付手続を、「労働保険確定・概
算保険料申告書」により、７月
10 日（火）までに行っていただ
きますようお願いします。
問詳しくは、徳島労働局労働保険
徴収室☎ 652－9143 まで

職業相談 人権相談

日　程 5 月17日（木）
7 月19日（木）

6月1日（金）
場所　石井町役場

7月12日（木）
時　間 午後 1 時半～ 3 時半 午後 1 時～ 4 時
相談員 ハローワーク職員 石井町人権擁護委員

「成年後見」無料相談
日　程 5月22日（火）・6月26日（火）
時　間 午後3時～午後5時
相談員 行政書士（コスモス成年後見サポートセンター）
場　所 高川原福祉会館・多目的室　☎674－0403

広 報 い し い � 平成30年５月15日 （ 8 ）第202号



催　し

みらいフェスタ in いしい

日　時　５月 20 日（日）
　　　　午前10時～午後２時
場　所　�OKいしいパーク（飯尾

川公園）グラウンド
対　象　幼児、小学生など
内　容　ダンス、あそびのひろば、
模擬店、子育て情報コーナー、お
仕事体験など
主　催　�石井町はぐくみ子育て応

援団
問石井町社会福祉協議会

☎ 674－0139

花之家花奴展 開催

　石井町有形民俗文化財に指定さ
れた、人形面劇師花之家花奴の面
劇展を開催します。
期　間　５月 31 日（木）まで
時　間　午前９時～午後５時
場　所　石井町中央公民館２階
◎５月７日（月）は休館日
問社会教育課　☎ 674 － 7505

マラソン挑戦講座

　いしいスポーツクラブでは、地
域の皆様に健康で楽しい日々を過
ごしていただくため、「マラソン
挑戦講座」を開催します。テレビ
解説者でおなじみの金哲彦さんに
年４回講師にお願いしています。
第１回　６月17日（日）午前10時～

（年間40回実施予定）
場　所　ＯＫいしいパーク
　　　　（飯尾川公園）
参加者　�町内外を問わずどなたで

も
参加費　有料
問いしいスポーツクラブ

　☎674－3081

特別講演会「山ノ神古墳を考える」

日　時　６月 30 日（土）
　　　　午後１時 30 分～
場　所　石井町中央公民館２階
講　師
　菅原　康夫
受講料　無料
申込方法
　�電話でお申込
みください

問石井町ふる里の歴史を学ぶ会
　石井町中央公民館内事務局

☎ 674－2002

石井町人権啓発講座「みらい」開催

受講者　�町内にお住まいの方また
は勤務されている方

参加費　無料　
時　間　午後１時30分～
� 午後４時30分
場　所　高川原福祉会館ほか
問受講を希望される方は、石井
町教育委員会社会教育課☎ 674－
7505 または、高川原福祉会館☎
674－0403 まで

募　集

徳島ファミリー・サポート・
センター出張説明・登録会

　徳島ファミリー・サポート・セ
ンターは、「子育ての応援をして
ほしい」と思う方、「少しは子育
ての応援ができる」と思う方が会
員登録をし、子育ての相互援助を
有料で行うところです。
（会員登録は無料です。）
●出張説明・登録会を開催します
日　時　５月 20 日（日）
　　　　午前 10 時～午後２時
場　所　�OKいしいパーク（飯尾

川公園）みらいフェスタ
in いしい会場内にて　

◎印鑑をお持ちください。

問徳島ファミリー・サポート・セ
ンター☎ 611－1551 または、子育
て支援課☎ 674－1623

求職者支援制度をご存じですか

　求職者支援制度は、雇用保険を
受給できない求職者の皆様を対象
に、職業訓練（介護初任者研修科・
ＰＣ事務養成基礎科・医療調剤事
務科など）を通じて、早期就職を
支援する制度です。徳島公共職業
安定所では、求職者支援訓練の受
講に関する説明会を次のとおり開
催します。ぜひご参加ください。

（事前予約不要）
●「求職者支援訓練受講説明会」
の開催日時
６月６日（水）10時～11時40分
６月20日（水）10時～11時40分
７月４日（水）10時～11時40分
７月18日（水）10時～11時40分
　上記の説明会は、６月以降開講
のコースの説明になります。
問徳島公共職業安定所
　（徳島市出来島本町１丁目５番地）

☎ 622－6374

第 39回青少年
国際交流キャンプ参加者募集

　富士山麓
の自然豊か
なキャンプ
場で、野外
活動を共に
しながら友
情を深め、様々な体験を通して、
仲間づくりやチャレンジの大切
さ、友達と協力し助け合う楽しさ
を学ぶことを目的としています。
期　間　�７月 31 日（火）～８月

４日（土）４泊５日
場　所　静岡県立朝霧野外活動センター
対　象　小学３年生～中学３年生
内　容　�富士登山・テント生活体

験・キャンプファイヤー
等

申込締切　７月５日（木）
問詳しくは、公益財団法人国際青
少年研修協会☎ 03－6417－9721
まで

11 暮らし

健康相談・体操教室

日　時　５月 17 日（木）

「お知らせ」は、こちらからお読みください

お知らせ
Information

日　程 内　容

第 1 回 7月19日
（木）

人権講演会
「出会いと表現～あること
をないことにしない～」
講師：大湾 昇さん
　　　（絆創膏の会）

第 2 回 9月20日
（木）

鮎喰地区フィールドワーク
講師：広瀬 正彰さん
　　　 （加茂名中央会館）

第 3 回 10月12日
（金）

まとめ
DVD鑑賞
班別新聞作り

※ 講師の都合により、急きょ内容等が変更され
ることがあります。
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　保険料率は 2 年ごとに改定を行うこととなってお
り、平成 30 年度及び平成 31 年度の保険料率（被
保険者均等割額・所得割率）が決定しました。また、
制度の見直しや政令改正により、保険料の上限額や
被保険者均等割額・所得割額の軽減を改定していま
す。被保険者一人一人に納めていただく保険料は、
公費や現役世代の支援金とともに大切な財源となり
ます。

世帯の所得額の
合　計

均等割額の
軽減割合

33万円以下で、世帯内の被保険者全員
の所得がない（年金収入80万円以下）

9 割

33 万円以下 8.5 割

33万円＋（27万5千円×被保険者数）以下 5 割

33万円+（50万円×被保険者数）以下 2 割

●保険料の計算方法… 被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。
　保険料　=　被保険者均等割額　52,913円　+｛（総所得金額等－33万円）×所得割率　10.34%｝
　平成 30 年度から保険料の年額の上限は 57 万円から 62 万円になります。

●保険料の軽減… 所得の低い方及び被用者保険（国保・国保組合以外の健康保険）の被扶養者であった方は、
平成 30 年度は次のとおり保険料が軽減されます。

世帯主と世帯の被保険者の所得額の合
計に応じて、均等割額が世帯単位で軽
減されます。

【軽減対象の拡充】下表「世帯の所得額の合計」欄中
　軽減割合 5 割について　27 万円 → 27 万 5 千円
　軽減割合 2 割について　49 万円 → 50 万円

　問長寿社会課　☎674－6111

被保険者均等割額

被保険者均等
割額の軽減

被保険者の基礎控除（33 万円）後の総所得金額等に応じて、
所得割額が軽減されていましたが、制度の見直しにより平
成 30 年度から廃止されます。

【所得割額の軽減割合】　2 割軽減 → 軽減なし

均等割額 所得割額

5割軽減 負担なし

後期高齢者医療制度加入の前日まで、被用者保険（国保・
国保組合以外の健康保険）の被扶養者となっていた方が対
象となります。
ただし、所得の低い方に対する均等割額の軽減にも該当す
る方については、いずれか大きい方の額が軽減されます。

【均等割額の軽減割合】　7 割軽減 → 5 割軽減

被用者保険の被扶養者であった場合

所得割額の軽減廃止の軽減

所得割率

52,913 円（被保険者全員が等しく負担） 10.34%（被保険者が所得に応じて負担）

【後期高齢者医療制度】
保険料率改定の
お知らせ

【平成 29年度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【平成 30年度】

　国民健康保険は、病気やけがをしたときに安心して医療が受けられる
よう、加入者が保険税を出し合い、お互いに助け合う制度です。
　これまでは、市町村が単独の保険者として、国民健康保険を運営して
いましたが、平成 30 年度からは、都道府県とともに運営することにな
りました。
　国民健康保険税は、引き続き石井町税務課で計算して通知します。
　なお、課税限度額につきましては、国の税制改正により、医療分が増
額改定となっております。

医療分 支援分 介護分 計

所得割 9.50% 2.40% 3.00% 14.90%

資産割 31.20% 7.90% 12.00% 51.10%

均等割 29,000 円 8,100 円 11,500 円 48,600 円

平等割 24,000 円 6,500 円 6,100 円 36,600 円

限度額 54 万円 19 万円 16 万円 89 万円

医療分 支援分 介護分 計

所得割 6.80% 2.40% 2.55% 11.75%

資産割 24.00% 7.90% 9.80% 41.70%

均等割 25,000 円 8,100 円 9,800 円 42,900 円

平等割 20,000 円 6,500 円 5,200 円 31,700 円

限度額 58 万円 19 万円 16 万円 93 万円

　問税務課　☎674－1115

➡

国民健康
保険税の
税　　　　率

変わ
ります

変わ
ります

広 報 い し い � 平成30年５月15日 （10）第202号



　出産祝金及び入学支度金を支給することによ
り、子育てや教育に要する費用負担の軽減を図り、
児童の健全な発育及び定住を促進します。

◆出産祝金
支給要件　 出産時において母親が 1 年以上前から引き続き、石井町の住民基本台帳に記録されている方で、

出産後も石井町に居住する意思を有すること。ただし、第 1 子については父親が石井町に１年以
上居住しているときは、母親の石井町における居住期間の要件を適用しません。

支　給　額　第 1 子は 3 万円・第 2 子は 5 万円・第 3 子以降は 10 万円　
　　　　　※平成 27 年 4 月 1 日以降の出産児について適用
申　　請　出産日から起算して 90 日以内に申請をしてください。
　　　　　申請に必要なもの…印鑑、預金通帳（出産した母親の名義）の写し。
◆入学支度金
支給要件　 2月1日を基準日とし、1年以上前から引き続き、石井町の住民基本台帳に記録されているひとり親。
　　　　　※平成 28 年 4 月入学以降の児童について適用
支　給　額　小学校入学時又は中学校入学時にそれぞれ 3 万円
申　　請　当該児童が小学校又は中学校へ入学を予定する年の 2 月中に申請してください。
　　　　　申請に必要なもの… 印鑑、預金通帳（ひとり親の名義）の写し、ひとり親であることが確認でき

るもの（児童扶養手当証書・戸籍謄本等）
※その他要件がありますので、詳しくはお問い合わせください。　　

問子育て支援課　☎ 674－1623

石井町
子育て応援祝金
支給制度

石井町
子育て応援祝金
支給制度

問詳しくは、石井町ホームページまたは建設課　☎674－1117

◆空き家リフォーム助成事業補助金制度
　町内の施工業者を利用した空き家のリフォー
ム（改築・改装）工事に補助金を交付します。（未
着工のものに限る）
補助対象住宅　
　町内に存在する戸建ての住宅並びに併用住宅
で、居住しなくなった日から 6 ヵ月以上経過し
た中古住宅       
補助金額　
⑴　町外からの移住者 
　補助対象工事費（税抜）の50%で、最高50万円 　　　
⑵　移住者以外
　補助対象工事費（税抜）の50%で、最高30万円
申込資格　
　工事完了後半年以内に、空き家に転居又は転入
し、5 年間以上空き家を適正に管理することを誓
約できる方 / 空き家を現に取得又は借用している
方 / 対象者及び世帯員に住民税等の滞納がない方

◆住まいのリフォーム応援事業補助制度
　町内の施工業者を利用した個人住宅のリフォー
ム（改築・改装）工事に補助金を交付します。（未
着工のものに限る）
補助対象　
① 施工業者が町内のものであり、工事費（税抜）

20 万円以上のもの（未着工のものに限る）
② 新たに多世帯同居を開始する者又は多世帯同居

の世帯数が１以上増加する者      
補助金額　
⑴　対象①のみ満たす者　
　補助対象工事費（税抜）の20%で、最高20万円 　
⑵　対象①及び②を満たす者
　補助対象工事費（税抜）の30%で、最高30万円
申込資格
　石井町に住民登録をしている人で、引き続き 1
年以上居住している方 / 町税を滞納していない方 /
以前に類似の補助金制度を利用したことのない方

申込方法　　
往復はがきに下記を記入の上、建設課へ郵送してください。（① ~ ⑥まで共通事項）
①住所、②氏名（ふりがな）、③電話番号、④施工予定業者名（住所、電話番号）、
⑤施工予定の詳細な内容、
⑥予定工事費（税抜）、
　※空き家リフォーム……⑦予定家屋の場所、⑧町外からの移住者かどうか
　※住まいのリフォーム…⑦多世帯同居を目的とするかどうか
申　込　先　〒779－3295　石井町高川原字高川原 121 番地 1  石井町役場建設課
応募締切　6 月 1 日（金）まで［当日消印有効］
　　　　　　　申込ハガキは 1 世帯につき 1 通を厳守とし、申込者多数の場合は公開抽選となります。

広 報 い し い 平成30年５月15日 第202号（11）



病児保育の広域利用のご案内
　小学校を卒業するまでのお子さんが病気中や病気の回復期にあって、かつ保護者が就労している等の理
由により家庭で保育ができないときに、お子さんを一時的に預かる「病児保育事業」を実施しています。
■対　象　者　 徳島市、小松島市、石井町、勝浦町、佐那河内村、神山町、松茂町、北島町、藍住町、板野

町、上板町にお住まいの、小学校を卒業するまでのお子さん
■実施施設　※お住まいの市町村に関係なく、どの実施施設でも利用することができます。
　　　　　　　徳島赤十字乳児院については、乳児・幼児のみ利用可能です。

施設名・所在地・電話番号 利用できる日時

藤岡小児クリニック　　徳島市昭和町8丁目66　　　　☎(088)622－0012

月曜日～金曜日　8:30～18:00
土曜日　8:30～17:00
※ 日曜日、祝日及び 8 月 12 日～ 

8 月 15 日、12 月 29 日 ～ 1
月 3 日は除く。

田山チャイルドクリニック　徳島市北矢三町3丁目3-41　　☎(088）633－2055

愛育小児科　　　　　　徳島市国府町桜間字登々路8-1　☎(088)612－7795

えもとこどもクリニック　徳島市北沖洲3丁目1-24　　　☎(088)664－8580

ひなたクリニック　　　徳島市応神町古川字戎子野81-4　☎(088）678－5461

末広ひなたクリニック　徳島市末広2丁目1-111　　　　☎(088)624－8660

徳島赤十字乳児院　　　小松島市中田町字新開2-2　　　☎(0885)32－0555

月曜日～金曜日　7:30～18:30
土曜日　8:30～16:30
※ 日曜日、祝日及び12月29日～1

月3日は除く。

伊勢内科小児科　　　　名西郡石井町石井字石井726-7　☎080－6391－9523 月曜日～土曜日　8:30～18:00
※日曜日、祝日 及び年末年始は除く。

北島こどもクリニック　板野郡北島町中村字東堤ノ内19-1
　　　　　　　　　　　☎(088)697－2281(8:00～9:00)
　　　　　　　　　　　☎(088)697－2221(9:00～)

月曜日～金曜日　8:30～18:00
土曜日　8:30～17:00
※ 日曜日、祝日、休診日及び12月

29日～1月3日は除く。

富本小児科内科　　　　板野郡藍住町東中富字東傍示 11-4　☎ (088)678－2111
月曜日～金曜日　8:30 ～ 18:00
土曜日　8:30～12:30（前日予約のみ）
※日曜日、祝日及び休診日は除く。

■利用料金　１人当たりの日額　１，８００円
　 （お住まいの市町村における生活保護世帯及び市町村民税非課税世帯は無料、市町村民税が均等割のみ課税の世帯は９００円）
　※ 利用料は、父母及び同一世帯者の課税により算定します。課税状況が確認できない場合は、一旦１，８００円

をお支払いいただき、課税証明書の提出をもって払い戻しいたします。

■お問い合わせ先　各実施施設、または石井町役場子育て支援課（☎６７４－１６２３）まで

地域子育て支援拠点事業のお知らせ地域子育て支援拠点事業のお知らせ
　乳幼児のいる子育て中の保護者の交流や育児相談、子育てに関する講座や情報提供などを行っています。
　子育て中の方が集まることのできる憩いの場としてお気軽にご利用ください。皆様との出会いを楽しみ
にしています。

★こどもねっといしい子育てサロン　（高川原130－1  石井中学校西隣）
　■開催日　月曜日～金曜日　午前10時～午後4時　
　　　　　　土曜日（月１回）　午前10時～正午　　　　　　　　☎635－5799

★さくら認定こども園　にじぐみ　（高川原1254－1  高川原小学校前）
　■開催日　月曜日～金曜日　午前9時～午後4時
　　　　　　土曜日　　　　　午前9時～正午
　　　　　　（土曜日は東側園庭のみ開放しています。）　　　　　☎675－0980

広 報 い し い � 平成30年５月15日 （12）第202号



平成30年度
後期高齢者医療制度の健康診査について

　後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病などの生活習慣病の早期発見や重症化の
予防のため、健康診査を実施します。
　健康診査の対象となる方には『健康診査受診券』をお送りしますので、ぜひ受診しましょう。

○入院・施設等へ入所されていない方、または生活習慣病と診断されていない方……平成30年8月（予定）
○上記以外の方で、平成 30年 4月以降、血液検査や尿検査をしていない方
　 　平成 30 年 8 月以降準備ができ次第、市町村担当窓口に健康診査申込書を備え付けますので、受診を希

望される方は、担当窓口に健康診査申込書を提出してください。
○平成 30年 1月 1日から平成 30年 9月 30日までの間に後期高齢者医療制度に加入された方

受診券を受け取られたときから平成３０年１２月末日まで

身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査

無料

①１月１日から３月３１日までの間に加入された方………５月
②４月１日から５月３１日までの間に加入された方………６月
③６月１日から７月３１日までの間に加入された方………８月
④８月１日から８月３１日までの間に加入された方………９月
⑤９月１日から９月３０日までの間に加入された方……１０月

　加入時期に応じ、次のとおり 5 月から 10 月までの間に健康診査申込書を送付します。入院をされてい
ない方または生活習慣病と診断されていない方で受診を希望される方は、広域連合事務局までお申込みく
ださい。受診券を後日送付します。

受 診 期 間

健 診 項 目

健康診査申込書の送付時期（予定）

健康診査受診券をお送りする時期

受 診 費 用

入院をされていた方または生活習慣病と診断された方は、すでに健康状態を把握され、医師の指導
を受けていると考えられることから、健康診査の対象者から除いています。
※ 生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えられる病気で、糖尿病、高血圧

性疾患、脂質異常症、虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、脳動脈
硬化、その他脳血管疾患、動脈硬化があります。

問徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課
徳島市川内町平石若松 78番地 1

☎ 088－677－3666

～石井町公式SNS～
石井町の風景やイベント、
行政情報などをアップして
います。
ぜひフォローをお願いしま
す！

Facebook
▽アカウント名▽

石井町との交流サイト

インスタグラム
▽アカウント名▽

town_ishii
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，5 

0 

0
円
と
比
較
し
て
、
月
額
9 

0 

0
円
の
増
額

と
な
り
ま
す
。

　

左
記
の
状
況
に
よ
り
65
歳
以
上
の
方
︵
1
号
被
保
険

者
︶
の
保
険
料
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

＊ 

グ
ラ
フ
1
︵
1
号
被
保
険
者
及
び
要
介
護
認
定
者

数
の
推
移
と
推
計
︶
の
よ
う
に
高
齢
化
に
伴
い
、

要
介
護
︵
要
支
援
︶
認
定
者
が
年
々
増
加
し
て
お

り
、
認
定
者
数
は
制
度
発
足
時
︵
平
成
12
年
度
︶

と
比
較
し
て
、
平
成
32
年
度
に
は
約
2
・
3
倍
程

度
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

◦
保
険
料
引
き
上
げ
の
主
な
理
由

高
齢
化
に
よ
る
要
介
護︵
要

支
援
︶
認
定
者
の
増
加

1
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65歳以上
の方の

　

居
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
的
な
整
備
に
よ
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
や
利
用
量
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
に
伴
い
介
護
保
険
に
か
か
る
費
用
は
、
グ

ラ
フ
2
の
と
お
り
増
加
し
て
い
ま
す
。
制
度
発
足
時
の

平
成
12
年
度
と
比
較
し
て
、
平
成
32
年
度
に
は
約
2
・

5
倍
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
給
付
費
の
増
大
と
平
行
し
て
保
険
料
基
準
月

額
も
伸
び
て
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
や
利
用
量
の
増
加

　

介
護
保
険
に
か
か
る
費
用
の
う
ち
65
歳
以
上
の
方
の

保
険
料
で
ま
か
な
う
割
合
が
、
介
護
保
険
法
改
正
に
よ

り
22
％
か
ら
23
％
に
増
加
し
ま
し
た
。︵
グ
ラ
フ
3
︶

※
グ
ラ
フ
３
の
し
く
み

　

介
護
保
険
に
か
か
る
費
用
︵
保
険
給
付
費
、
特
別
給

付
費
等
、
地
域
支
援
事
業
費
︶
の
う
ち
、
半
分
は
40
歳

以
上
の
被
保
険
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
、
残
り

の
半
分
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
か
ら
の
公
費
で

ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

グラフ 1

グラフ 2

グラフ 3

65歳以上の
方の保険料

23％

介護保険財政の仕組み

40歳以上
65歳未満の
方の保険料

27％

国
25％

都道府県
12.5％

市町村
12.5％

1号被保険者及び要介護認定者数の推移と推計

サービス給付費と介護保険料の推移

億

億

億

億

億

億

65歳以上の
方の保険料

23％

介護保険財政の仕組み

40歳以上
65歳未満の
方の保険料

27％

国
25％

都道府県
12.5％

市町村
12.5％

1号被保険者及び要介護認定者数の推移と推計

サービス給付費と介護保険料の推移

億

億

億

億

億

億

65歳以上の
方の保険料

23％

介護保険財政の仕組み

40歳以上
65歳未満の
方の保険料

27％

国
25％

都道府県
12.5％

市町村
12.5％

1号被保険者及び要介護認定者数の推移と推計

サービス給付費と介護保険料の推移

億

億

億

億

億

億

2

65
歳
以
上
の
方
の

保
険
料
の
割
合
の
増
加

3
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石
井
町
の
歴
史
写
真
館

ッ
プ
ッ
プ
ッッ
プ
ッ
プ
ッ
プ
ッ
プ
ッ
プ
ッ
プ
ッ
プ

ススススス
ム
イ
ムムム
イ
ム
イ
ムム
イ
ム
イ
ムム
イイ
タタタタ

る
ふふふふふふふふふ

しししししししししし
かかかかかかかかかかかかかかかかかか
つつつつつつつつ
かかかかかか

なななな

―

な
つ
か
し
い
ふ
る
里
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ―

館館館館館館館
真真
館館館館館
真真真真
館館館館館館館館

写
真
写写写写写写写
真真真真真真真真真
写
真

史史史史史史
写写写写写写写写写
真真真真真真

史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
歴歴歴歴歴歴歴歴歴
史史史史史史史

ののの
歴歴歴歴歴歴
ののののののののののののののののののの
歴歴歴歴歴

町
の
町町町町町町町町町
のののののの
町
の
町町町町町町町町町町
のののののの

井井井井井井井井井井井井井井
町町町町町町町
井井井井井井井
石石石石石石
井井井井井井
石
井
石石
井井井井井井井井井
石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石

ののの

石
井
町
の
歴
史
写
真
館

　
白
い
襟
の
制
服
お
さ
げ
髪
、
黒
の
靴
下
に
革
の
靴
。
風
呂
敷
包
み
や
カ
バ
ン

を
大
事
に
抱
え
、
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
入
っ
て
く
る
蒸
気
機
関
車
を
待
つ

「
名
西
高
女
」（
現
名
西
高
校
）
の
生
徒
た
ち
。
構
内
に
は
複
線
の
鉄
道
線
路
、

か
さ
上
げ
さ
れ
て
は
い
る
が
青
石
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
現
在
と
変
わ
ら
な
い
。

　
明
治
32
年
（
１
８
９
９
）
に
開
設
さ
れ
た
石
井
駅
は
、
鉄
道
交
通
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
。
背
後
に
は
今
も
現
役
の
跨
線
橋
（
こ
せ
ん
き
ょ
う
）
が
見
え
る
。
橋
脚

に
は
「
鉄
道
院
」、「
大
正
四
年
」（
１
９
１
５
）、「
汽
車
製
造
株
式
会
社
製
造
」

の
文
字
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
百
歳
を
越
え
た
文
化
財
だ
。

　
鉄
道
は
地
域
社

会
の
大
切
な
交
通

手
段
で
舞
台
で
も

あ
る
。
日
常
で
は

乙
女
た
ち
が
語
ら

い
、
戦
時
に
は
出

征
兵
士
の
見
送
り

で
日
の
丸
が
振
ら

れ
た
。

　
石
井
駅
は
悲
喜

こ
も
ご
も
の
人
生

ド
ラ
マ
や
社
会
の

移
り
変
わ
り
を
見

つ
め
て
き
た
ふ
る

里
の
語
り
部
で
あ

る
。

︵
郷
土
出
版
社
﹃
目
で
見

る
徳
島
の
１
０
０
年
﹄

参
照
︶ ★

汽
車
を
待
つ
女
学
生
（
昭
和
10
年　

石
井
）

第31回
※思い出に満ちた石井町の古い写真を募集しています。
ご提供していただける写真がありましたらご連絡ください。

問石井町「広報いしい」係　☎674－7503

平成30年中に、金婚・ダイヤモンド婚になる夫婦を募集します
　　敬老会・金婚者激励会を行う年中に該当となる方
　　　　　　金婚（結婚５０年）　　　　　　婚姻の日　昭和４３年１月～昭和４３年１２月
　　　　　　ダイヤモンド婚（結婚６０年）　婚姻の日　昭和３３年１月～昭和３３年１２月

　様式第 1号（第 6条関係）
金婚者激励会対象者届出書

　上記のとおり、（金婚・ダイヤモンド婚）に該当するので届け出ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成３０年　　　　月　　　　日
　　　　石　井　町　長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

※注意（広報いしい版）
過去に申請を行なっていない方は、経過していても届出は可能です。
結婚の日については、夫婦で決めた日で届出していただきますので各種証明は不要です。
石井町の住民であることのみ確認させていただきます。
この様式の写（コピー）での届出で問題ありません。

問長寿社会課　☎674－6111
㊟　広報いしい及び、当日配布するパンフレットにお名前が掲載されますので、予めご了承ください。

夫 妻
ふりがな

氏　　名

生年月日 昭和　　　年　　　月　　　日 昭和　　　年　　　月　　　日

住　　所
石井町　　

　　　　電話　　　　　　　　－

結婚年月日 昭和　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

備　　　考

広 報 い し い � 平成30年５月15日 （16）第202号



まちのうごき
平成30年2月1５日～平成30年4月14日受理分（敬称略）

��世帯数�10，５64世帯
��男　性�12，319人
��女　性�13，648人
　　計　�2５，967人

平成30年 ５ 月 1 日現在

人 口

 ご結婚おめでとう 

お悔やみ申し上げます

武市　　税　76 歳（白　鳥）
大島　安子　91 歳（加茂野）
井内　章夫　91 歳（重　松）
河野キクヱ　99 歳（石　井）
小倉シズ子　92 歳（石　井）
植田トシヱ　93 歳（南　島）
盛　　琴子　81 歳（下　浦）
金山　正平　90 歳（諏　訪）
後藤　善子　81 歳（国　実）
池北とよ子　96 歳（池　北）
梶本　宜史　61 歳（石　井）
西尾　梅子　89 歳（加茂野）
門條　康子　87 歳（高　畑）
吉田　　幸　75 歳（石　井）
隅田　直治　68 歳（重　松）
長谷　壽一　99 歳（高川原）
原田　利幸　82 歳（高川原）
山下　映江　88 歳（下　浦）
松浦　町子　86 歳（中　島）
尾崎　　稔　81 歳（石　井）
中川ハルミ　58 歳（石　井）
葊瀨フサ子　83 歳（高　畑）
石岡フミヱ　93 歳（桜　間）
古髙　榮一　92 歳（平　島）
村部　忠夫　95 歳（桑　島）
坂東　良一　86 歳（西高原）

※広報掲載については、石井
町へ届け出された方で掲
載を希望された方のみ、掲
載しております。

 お誕生おめでとう 

中東　健蔵（天　神）
高橋　　怜（香川県）

米澤　康人（高　畑）
松丸　友紀（鳴門市）

工藤　直人（兵庫県）
林　　由佳（石　井）

平山　真清（京都府）
近藤　瑞穂（石　井）

喜田　佑弥（石　井）
榎平　麻帆（石　井）

木下　智暁（阿南市）
森　　愛実（西高原）

松尾　祥平（高川原）
尾上なぎさ（高川原）

坂東　　誠（第　十）
坂東利奈子（阿波市）

竹縄　崇裕（石　井）
一宮　有希（白　鳥）

竹内　貴啓（下　浦）
髙田　　愛（徳島市）

渡辺桂太郎（諏　訪）
大場　優里（那賀町）

鎌田　祐輔　莉
り ほ

帆（東高原）
　　亜由香 

小泉　聡志　昭
あき

斗
と

（石井）
　　　莉奈 

樫原　清次　愛
まな

虎
と

（池北）
　　　千恵 

竹田　　誠　兜
とう

真
ま

（白鳥）
　　　由佳 

浦松　隆司　柚
ゆず

奈
な

（石井）
　　　美幸 

相原　辰也　大
た お

穂（石井）
　　あゆ美 

後藤田達也　渚
しょ

生
う

（石井）
　　　幸代 

石部　航吉　煌
おう

華
か

（東高原）
　　　志帆 

髙橋　以竹　美
み

琴
こと

（石井）
　　真由子 

村賀　俊公　柚
ゆ

月
づき

（白鳥）
　　　絢子 

渡部　義明　花
はな

（白鳥）
　　　麻衣 

田野　恭祐　都
み ゆ

夕（東高原）
　　みさき

｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝

｝
｝

町長コラム
　

春
爛
漫
。
あ
た
た
か
な
陽
射
し

と
、
生
命
の
息
吹
が
ま
ば
ゆ
い
季

節
を
迎
え
ま
し
た
。

　

石
井
町
役
場
で
も
今
年
度
９
名

の
新
入
職
員
が
入
庁
し
、
新
人
な

ら
で
は
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
意
気
込

み
で
、
日
々
の
業
務
に
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

何
か
を
始
め
る
の
に
、
失
敗
は

つ
き
も
の
で
す
。
ま
た
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
続
け
て
い
る
と
、
失
敗

す
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
同
じ
失
敗
を
何

回
も
繰
り
返
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

が
、
失
敗
か
ら
学
び
、
改
善
を
加

え
て
い
く
こ
と
が
、
成
長
に
繋
が

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
も
町
長
と
し
て
就
任
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
早
く
も
4
年
目
。

任
期
の
最
終
年
度
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。
就
任
以
後
、
失
敗
す
る
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
住
民

の
方
々
や
職
員
に
支
え
ら
れ
、
前

向
き
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て

お
り
ま
す
。

　

支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
感
謝
し
、
仕
事
が
出
来
る
喜
び

を
噛
み
し
め
な
が
ら
、
新
入
職
員

に
負
け
な
い
よ
う
に
新
た
な
こ
と

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
中
で
、
役

場
全
体
と
し
て
大
き
く
成
長
し
た

い
。
新
年
度
に
あ
た
り
、
改
め
て

そ
う
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

初
心
忘
る
べ
か
ら
ず

石
井
町
長　

小
林　

智
仁
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　窓を開けると吹き抜ける風も心地よい季節となりました。新年度も始まり、
新たな生活には慣れましたか？質の良い睡眠や休息は取れているでしょうか。
今回は、この時期に多くなる、こころの変化やストレスについてお話します。

●放っておくと怖いストレス

健康
メモ

ストレスを溜めない生活を送ろうストレスを溜めない生活を送ろう

　毎日元気で楽しく過ごせればいいけれど、残念ながらそんな日ばかりではありません。誰にもしんどい時や
イライラする時があり、日々の暮らしの中でストレスを感じるのは当然のことです。ストレス自体は病気では
ありませんが、溜まった状態が続けば心身のバランスを崩し、精神面・身体面にもトラブルを生じることがあ
ります。

●ストレスは見逃しがち。こういったことはありませんか？

●ストレスとうまく付き合おう！～おすすめストレス解消法～

●ストレスに早めに気づき、対処することが大切です‼
　一人で悩まないで、相談しましょう。

　①生活リズム・食生活の乱れを見直そう（早起きする・バランスの取れた食事を摂るなど）　
　②質の良い睡眠（アロマセラピーでリラックス・心地良い音楽を聴くなど）
　③ウォーキングや買い物などで気分転換

　うつをはじめとした精神疾患の治療は
精神科や心療内科で受けられます。もし、
専門の医療機関に心当たりがない場合や
抵抗感がある場合は、かかりつけのお医
者さんに症状を伝えて、相談するのもひ
とつの方法です。その他、自治体などの
相談機関も利用できます。

相談したい、治療したい
ときはどうすればいい？

●ストレスが原因で起きる病気

など

　ここに挙げたのはほんの一例ですが、どれも「病院に
行くほどでは」と、軽く思われがちです。しかし、実は
こうした「ささいな」不調こそがからだのサインです。

□ 寝付きがよくない
□ 起床時にすでに疲れている
□ なかなか眠れない
□ イライラすることが多くなった
□ 集中力がなくなり、仕事や家事がはかどらなくなった
□ 頭がぼんやりと重たい

うつ病 不安障害 アルコール依存症

チ
ェ
ッ
ク

徳島保健所 ☎ 088－602－8905 精神保健福祉センター ☎ 088－602－8911

青少年こころの電話相談 ☎ 088－625－6165 いのちの希望（本部） ☎ 088－623－0444

徳島県中央こども女性相談
センター ☎ 088－652－5503 石井町健康増進課 ☎ 088－674－0001

相談先
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浄化槽設置整備事業
補助金の募集！

生ごみ処理機購入費
補助金の募集！

　既設の単独処理浄化槽や汲み取り槽から合併処理
浄化槽へと転換する場合、費用の一部を補助してい
ます。既設槽の撤去工事に取り掛かってしまうと、
補助金を交付できませんので、事前に「補助金交付
申請書」を環境保全課に提出してください。

　購入しようとする方は、「補助金交付申請書」を
環境保全課に提出し、『補助金交付決定通知書』を
受け取った後に、町内の取扱店で全額を自己負担し
て購入してください。
　「実績報告書」の提出後、ご指定の口座に振り込
むようになります。

　平成29年度の清掃センターの排出ガス等の
ダイオキシン類の測定結果は、次のとおりで

あり、ダイオキシン類濃度は法定基準値以内であったため、町民の皆様の生活に影響を及ぼすことはありませ
ん。今後とも、徹底したダイオキシン対策に努め、ごみの適正な焼却処理及び法定基準値以内での運転管理に
全力で取り組みます。

※ 1　 1ng（ナノグラム）＝ 10 億分の 1 グラム、TEQ とは、異性体によって異なるダイオキシン
類の毒性等量を評価するために最も毒性の強いダイオキシンに換算したことを表す表示

※ 2　 飛灰の基準値については、薬剤処理を行い、セメントで固形化して最終処分場に埋め立てて
いるため、適用外

測定対象（単位）　※ 1 基準値 H29 H28

排出ガス（ng-TEQ/㎥ N） 10 1.2 0.81

焼却灰　　（ng-TEQ/g） 3 0.00033 0.0000020

飛灰　　　（ng-TEQ/g） ※ 2 2.2 1.8

問環境保全課（清掃センター内）　☎ 674－6842

〈補助金額（上限）〉
　転換補助　　5 人槽：28 万円
　　　　　　　7 人槽：34 万 5 千円
　　　　　　　10 人槽：46 万円
　撤去費補助　単独処理浄化槽：　9 万円追加
　　　　　　　汲み取り槽　　：10 万円追加

対　象　者： 町内に住所を有し、かつ、居住して
いる者

対象機種： 電気式生ごみ処理機又はコンポスター
で、町内の取扱店で購入するもの

補助金額：購入金額の 2 分の 1
　　　　　（限度額 3 万円）

平成30年度石井町環境美化ボランティア活動にご協力を！

不法投棄は犯罪です‼　不法投棄・ポイ捨ては絶対にやめましょう！

実施日時　　　　平成 30 年 5 月 27 日（日）午前 9 時から午前 10 時まで
実施場所　　　　石井町内全域（地域の道路・公園・広場など公共の場所）
ごみ回収場所　　各公民館分館
ごみ回収時間　　実施日の午前 9 時から午前 10 時 30 分まで
※中止時は町 HP ＆石井 CATV で告知し、翌週 6 月 3 日（日）に延期

　公共の場所や道路、他人の土地にごみを捨てると、不法投棄として、法律で罰せられます。
　空き缶、ガムの包み紙、たばこの吸い殻など軽微なごみのポイ捨ても不法投棄です。
　一部の人の思いやりのない行為や身勝手な行為が町の美観を損なわせるだけでなく、多くの人の気分
をも損なわせたり、実際に誰かに迷惑をかける場合があります。
　また、環境保全課では、希望する方に「不法投棄禁止看板」を配布していますので、ご利用ください。

環境保全課からのお知らせ

ダイオキシン類濃度測定結果

広 報 い し い 平成30年５月15日 第202号（19）



理学療法士「うぐいす春夫」さんを招いて前山を歩くウォー
キング大会が開催されました。町内外から多数の参加者が
あり、毎年好評となっています。

OKいしいパーク内にあるフットサル場が５周年を迎える
ことを記念して、徳島ヴォルティスのコーチらが子どもた
ちにサッカーを教えに来てくれました。

フジグラン石井にて第１回となるいきいき100歳体操が行われ、
約60名もの人がうぐいす春夫さんご指導のもと、体操をしました。

あすなろウォーキング フットサル場５周年（スマイルアップ大作戦）

いきいき100歳体操

 3  3

 4

31 18

6

爽やかな春の陽気のなか、参加者は徳蔵寺・童学寺・地福寺をめぐるコー
スを歩きました。途中の童学寺では、あめ湯やお菓子が振る舞われました。

いしい
スナップ

石
井
町
の
話
題
を

紹
介
し
ま
す
。

いしい
スナップ

藤の花 in いしい健康ウォークラリー 4
28

33
2525

暖かな春の日差しのなか、参加した１万人を越えるランナーは、沿道からの声援や
ボランティアの方からのおもてなしを受け、ゴールを目指し力走しました。

とくしまマラソンとくしまマラソン

石井CATVで、石井町長が町内を歩いて石井町の魅
力を発信する情報発信番組「小林町長のまちを歩け
ば」を、放送しています！毎月、石井町内のイベン
トや名所、施設などを巡ります。

【小林町長のまちを歩けば】【小林町長のまちを歩けば】
★第 14回放送は
　5月 21・22日
　　６：３０～　１２：３０～
　１５：００～　１８：３０～
　２２：００～
　今回は、藤巡り、リーベ･フラウ、
みのるファームに行きました♪

広 報 い し い � 平成30年５月15日 （20）第202号



桜 ま つ り （３／26～４／８）
今年は例年より早い３月上旬から下旬にかけて桜が満開となり、お花見を楽しむ家族連れなどの姿が多くみられました。

　４月 28 日の写真撮影会
の様子です。
　今年は例年より早く、４
月下旬に見頃を迎え、多く
の観光客が町内外から訪れ
ました。

藤 ま つ り （４／19～５／６）

※広報いしい第201号「2/4 文化財防火訓練」の記事において、実施場所が誤っておりましたので、お詫びと訂正をいたします。
　○誤　蓮光寺（重松）　　㊣　浄土寺（城ノ内）

広 報 い し い 平成30年５月15日 第202号（21）



飯尾川公園
　　鯉のぼり祭
飯尾川公園
　　鯉のぼり祭

第１回第１回

４４
2222

　昨年、町内外よりご寄付いただいた鯉のぼりを
掲揚するため、鯉のぼり祭を４月 22日に飯尾川公
園（ＯＫいしいパーク）で開催しました。天候に
も恵まれ、暖かな春の陽気のなか、1000 人を超え
る家族連れなどで賑わいました。

広 報 い し い � 平成30年５月15日 （22）第202号



　鯉のぼり祭と同時開催いたしました、鯉のぼり写
生大会にて応募総数 95枚の中から、入賞された作
品です。
　受賞者には、協賛の フジグラン石井 様より、記
念品が贈られました。
　応募作品は、5月 20日まで四銀いしいドー
ム（トレーニング棟）にて展示しておりま
す。ぜひご覧になってください。
　たくさんのご応募ありがとう
ございました。

第１回
飯尾川公園 鯉のぼり祭

～写生大会～
入 作賞 品

選考理由：�藤棚に優雅に泳ぐ鯉のぼりが美しく
描かれている

久
く め

米　花
か

歩
ほ

 さん（７歳）

選考理由：�躍動感あふれる力強さがインパクト
大！

岩
い わ

佐
さ

　太
た い よ う

陽 さん（７歳）

選考理由：�爽やかな大空に仲良く泳ぐ姿を、細
かいところまでよく見ている

海
か い は ら

原　大
た い

雅
が

 さん（６歳）

選考理由：�４歳児らしいほのぼのとした絵で、
鯉のぼりを可愛く描いている

瀨
せ

川
が わ

　心
み う

結 さん（４歳）

選考理由：�藤棚の鯉のぼりを見てはしゃいでい
る子どもが印象的

井
い

内
う ち

　柚
ゆ ず き

月 さん（５歳）

優秀賞
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みんなの
ページだよ！

「いしい」アプリ配信中‼
防犯・防災、イベントやエリアごと
のごみ収集日の情報をお届けしま
す。施設ナビやブックマークなど便
利な機能も盛りだくさん！ Android iPhone

イラスト紹介

遠藤　梓乃さん（高川原）

近藤貴久江さん（城ノ内）

遠藤　　仁さん（高川原）

　

平
成
30
年
度

　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

◆
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
と
は

　

町
民
の
皆
様
に
楽
し
く
健
康
づ
く

り
を
し
て
も
ら
う
た
め
、
各
種
健
康

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
日
々
の
目
標

達
成
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、
記
念

品
と
交
換
す
る
も
の
で
す
。

◆
対
象
者

　

石
井
町
民
（
年
齢
制
限
な
し
）

◆
対
象
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
31
年
３
月
８
日

◆
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
配
布
場
所

　

役
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民

館
及
び
各
分
館
、
四
銀
い
し
い
ド
ー
ム

◆
応
募
の
種
類

①�

ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
に
参
加
し
て
、

ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
。

②�

日
々
の
目
標
を
立
て
１
日
達
成
す

る
と
、
１
ポ
イ
ン
ト
。

③�

ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
と
日
々
の
目

標
の
両
方
で
、
30
ポ
イ
ン
ト
。

〔
例
…
ス
タ
ン
プ
１
つ
（
10
ポ
イ
ン
ト
）

と
日
々
の
目
標
を
20
日
達
成
な
ど
〕

◆
応
募
方
法

　

マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
30
ポ
イ
ン

ト
を
集
め
て
、
平
成
31
年
３
月
８
日

ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
健
康

グ
ッ
ズ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
応
募
は
一
人
一
回
ま
で
。）

※�

詳
し
く
は
、
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
ま
た

は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

問
健
康
増
進
課
☎
６
７
４
・
０
０
０
１

ふじっこちゃん四コマ漫画 投稿四コマ漫画

漫画家　照井 にと
LINEマンガにて「シェア男!!」連載中！
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短
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・
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句
・
川
柳
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介

三
千
人
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合
唱
の
百
年
目
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九
の
歌
声
平
和
の
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大
草　

正
子
さ
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（
城
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内
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満
開
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な
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今
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葉
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ら
静
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れ
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内
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康
余
生
ね
が
い
ゆ
だ
ね
て�

井
上　

澄
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さ
あ
春
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井
名
所
お
い
で
よ
桜
ま
つ
り
藤
ま
つ
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山
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テ
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子
さ
ん
（
下　

浦
）

花
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ア
ー
食
べ
呑
み
愛
で
つ
歩
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歩
歩
歩�

長
野　

文
夫
さ
ん
（
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島
）

蛇
の
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傘
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の
リ
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を
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で
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伊
澤　

慶
子
さ
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（
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ノ
内
）

春
愁
の
肩
に
や
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吹ふ
ぶ
き雪�

井
内　

斐
子
さ
ん
（
天　

神
）

答
案
の
書
換
頼
む
と
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生�

石
黒　

裕
人
さ
ん
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竜　

王
）

五
月
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れ
い
き
い
き
し
て
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泉　
　

史
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さ
ん
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下　

浦
）

五
月
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に
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世
と
ば
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り
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も芋
芽め

立
つ�

宮
崎　

員
正
さ
ん
（
高　

畑
）

春
半
ば
今
が
盛
り
の
彼
岸
花�

遠
藤　

藤
恵
さ
ん
（
城
ノ
内
）

ケ
ー
キ
屋
で
名
前
が
読
め
ず
別
の
物�

井
内　
　

宏
さ
ん
（
天　

神
）　

辞
書
引
け
ば
馬
鹿
と
阿
呆
は
同
じ
だ
な�

遠
藤　

達
郎
さ
ん
（
城
ノ
内
）

　○に入る数字、または文字は何でしょう。
【問１】　第１回飯尾川公園○○○○祭が４月22日に開催されました。
【問２】　OKいしいパーク内にあるフットサル場が○周年を迎えました。

　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により6月15日（金）
役場必着でご応募ください。抽選で、「1,000円の図書カード」（5名）、ま
たは「ふじっこちゃん はみがきセット」（5名）を進呈します。

図書カード・ふじっこちゃんグッズを当てよう！広報クイズ
※記入例

［問１］　○○○○祭
［問２］　○周年
住所・氏名（フリガナ）・年齢（ま
たは学年）、広報へのご意見・
ご感想など

※3月号の答え「①名西　②31」
3 月号の応募総数は61通でした。たくさんのご応募ありがとうございました。
※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。ご了承ください。 【今号のふじっこちゃんグッズ】

はみがきセット

●
ハ
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キ
で

　

◆
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◆
短
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、
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川
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油
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・
カ
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◆
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コ
ー
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教
え
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欲
し
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事
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、
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い
の
表
紙
や
い
し

い
ス
ナ
ッ
プ
を
飾
る
写
真

（
未
発
表
作
に
限
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ま
す
）

　

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年

齢
（
ま
た
は
学
年
）
を
か
な
ら
ず

書
い
て
郵
便
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お

返
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応　

募　

方　

法

石
井
町
役
場

　
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
係

高
川
原
字
高
川
原
121―

１

〒779－3295
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発行／石井町　編集／総合政策課　印刷／板東印刷町の木／いちょう　町の花／ふじ　町の鳥／うぐいす

東　由華（総務課） 渡邊　瞳（財政課） 遠藤　玲菜（高原幼稚園）

以西　翔太郎（住民課） 上田　優介（建設課） 久米　萌夏（高原保育所）

樋口　綾香（浦庄保育所） 板東　美奈（高川原保育所） 岩本　崇義（総合政策課）

　石井町役場に勤務し、１ヶ月ほ
ど経ちましたが日々勉強すること
ばかりです。自分のことに精一杯
で、一緒に働く先輩方にご迷惑を
おかけしてばかりですが、早く仕
事に馴れ住民の皆様のお役に立て
るよう頑張りたいと思いますの
で、どうぞよろしくお願い致しま
す。

　財政という全く関わりのなかっ
た仕事に戸惑うことも多く、勉強
の毎日ですが重要な仕事を任され
ていることを嬉しく感じていま
す。今後も石井町役場の職員とし
て自分の仕事に責任をもち、先輩
職員の方達と日々の業務に励みな
がら経験を積んでいきたいと思い
ます。

　生まれ育った町で、幼稚園教諭
として働けることは大変嬉しく思
います。至らぬ点もたくさんござ
いますが、幼稚園教諭として子ど
もたちのために出来ることを精一
杯頑張ります。初心と笑顔を忘れ
ず、日々努めて参りますのでよろ
しくお願いします。

　石井町役場で働けることを嬉し
く思っています。
　住民課は町民の皆様と接する機
会が多い課なので、来庁された
方々へ不足のない対応を心がけて
いきたいです。今は先輩方に支え
てもらいながら、日々業務に取り
組んでいます。町民の皆様の為、
１日でも早く仕事を覚えていきた
いと思っています。

　生まれ育った石井町で働けるこ
とができ嬉しく思います。まだ、
自分が何をすればいいのか分から
ず先輩職員に頼ってばかりですが
少しでも早く仕事に慣れ、来庁さ
れる方々にもご迷惑をおかけしな
いよう頑張ります。誇りと、責任
感をもって務めたいと思います。
よろしくお願いします。

　生まれ育った石井町で小さい頃
から夢であった保育士として働く
ことができ、嬉しく思います。子
どもたち一人一人に丁寧に寄り添
い、向き合いながら一緒に成長し
ていきたいと考えています。毎日
子どもたちの笑顔があふれるよう
一生懸命頑張りますので、よろし
くお願いします。

　生まれ育った大好きな石井町で幼い
頃から夢である保育士として働くこと
ができ、嬉しく思います。至らぬ点が
多々ありますが、子どもたちと毎日楽
しく笑顔で過ごし、「保育所が好き」
と思ってもらえるように頑張りたいで
す。また、悩んだり、壁にぶつかった
りしながら、様々な経験を重ね、子ど
もたちと共に成長していきたいと考え
ています。よろしくお願いします。

　幼い頃からの夢であった保育士
となって、石井町で働けることを
嬉しく思います。また、子どもた
ちと関わる日々にとてもやりがい
を感じています。
　ご迷惑を掛けることもあると思
いますが、日々学ぶ姿勢を持って
成長していきたいです。常に笑顔
を忘れず、一生懸命頑張りますの
で、よろしくお願いします。

　この度、石井町職員として働け
ることとなり、大変嬉しく思って
います。優しい先輩方と和やかな
雰囲気の中で仕事ができ、ここで
働けて良かったと感じておりま
す。採用となったからには、ご迷
惑をおかけすることと思います
が、より一層の努力と強い責任感
を持って業務にあたって参りたい
と思います。
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